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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を変動表示させる変動表示ゲームに関連する演出を表示装置に表示可能な演出
制御手段を備え、前記変動表示ゲームの結果態様が特別結果態様となる場合に、遊技者に
遊技価値を付与可能な特別遊技状態を発生可能な遊技機において、
　遊技者の操作に対応した発射態様で遊技領域に遊技球を発射する発射手段と、
　第１の始動条件の成立に基づいて第１変動表示ゲームを実行可能な第１制御手段と、
　第２の始動条件の成立に基づいて第２変動表示ゲームを実行可能な第２制御手段と、を
備え、
　前記演出制御手段は、
　所定の発射態様で遊技球を発射することを指示する指示表示を前記表示装置に表示可能
であることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、第１変動表示ゲーム（特図１変動表示ゲーム）と第２変動表示ゲーム（
特２変動表示ゲーム）を実行可能に構成した場合、遊技者は左打ちすべきか右打ちすべき
かが分かり難くなる虞がある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、遊技者が打ち方（遊技球の発射態様）を確認できるようにすることを目的と
する。
【手続補正４】



(2) JP 2019-17917 A5 2020.8.6

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の代表的な一形態では、識別情報を変動表示させる変動表示ゲームに関連する演
出を表示装置に表示可能な演出制御手段を備え、前記変動表示ゲームの結果態様が特別結
果態様となる場合に、遊技者に遊技価値を付与可能な特別遊技状態を発生可能な遊技機に
おいて、遊技者の操作に対応した発射態様で遊技領域に遊技球を発射する発射手段と、第
１の始動条件の成立に基づいて第１変動表示ゲームを実行可能な第１制御手段と、第２の
始動条件の成立に基づいて第２変動表示ゲームを実行可能な第２制御手段と、を備え、前
記演出制御手段は、所定の発射態様で遊技球を発射することを指示する指示表示を前記表
示装置に表示可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一形態によれば、遊技者が打ち方（遊技球の発射態様）を確認できる。
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